
「S.E.N.S愛知支部会」・愛知特別支援教育研究会 

 

 

「支援が必要な子どもの心へのアプローチ」 
今年度のフォーラム IN あいちでは、コロナ禍のもと、現在様々な危機的状況に置かれている

子どもたちの心の問題の中から「トラウマ」及び「ゲーム依存」について取り上げ、専門の先

生方からお話をいただきます。日頃子どもたちと接し支援を進める中で、ぜひ学んでおきたい

テーマです。 

 

≪日 程≫ ２０２２年２月５日(土曜日)１０：００～１５：３０ 

 

 午前の部１０：００～１２：００ 講義「はじめてのトラウマインフォームドケア」 

                 講師 大阪大学大学院 野坂祐子先生 

     １２：００～１３：３０ 休憩 

 午後の部１３：３０～１５：３０ 講義「ネット・ゲーム依存症について」 

                 講師 独立行政法人国立病院機構久里浜医療センター 

院長      樋口 進先生 

                    独立行政法人国立病院機構久里浜医療センター

主任心理療法士 三原聡子先生 
 
≪参加方法≫ Zoomによるオンライン                              
 

≪定 員≫ １００名 

 

≪参加費≫ 会員１０００円 一般２０００円 

 

≪ポイント≫ ２Ｐ（Ｓ.Ｅ.Ｎ.Ｓ、Ｓ.Ｅ.Ｎ.Ｓ-ＳＶ有資格者） 

 

≪主 催≫ S.E.N.Sの会愛知支部会 

 

≪後 援≫ 一般社団法人日本ＬＤ学会 愛知県教育委員会 名古屋市教育委員会（申請中） 

 

≪参加申し込み≫ 

○愛知特別支援教育研究会ＨＰ http://www.sens-aichi2007.jp/「研修申し込み」からお申

し込み下さい 

≪申し込み期間≫ 

   会員 ２０２２年１月４日（火）～２０２２年１月３０日（日） 

  一般 ２０２２年１月１０日（月）～２０２２年１月３０日（日） 

   資料準備の関係上、締め切り日までにお願いします。会員優先で受け付け、定員にな 

り次第、締め切らせていただきます。 

2021 フォーラム IN あいち 



≪講師紹介≫ 

 

午前の部 

講師： 野坂祐子氏（大阪大学大学院人間科学研究科臨床教育学講座 准教授） 

お茶の水女子大学大学院博士課程単位取得後退学。臨床心理士・公認心理師・博士（人間

学）。大阪教育大学学校危機メンタルサポートセンターを経て、2013 年より現職。性暴

力等のトラウマに関する研究と臨床が専門。教育現場や児童福祉分野で「被害−加害」へ

の支援を行う。主な著書は、『トラウマインフォームドケア：“問題行動”を捉えなおす

援助の視点』（日本評論社）、『マイステップ：性被害を受けた子どもと支援者のための

心理教育』（誠信書房）他、著書論文多数。「子どもの性の健康研究会」ホームページに

て、心理教育教材を公開中。http://csh-lab.com/ 

 

午後の部 

講師：樋口 進先生（独立行政法人国立病院機構久里浜医療センター院長, 依存症対策全国センタ

ー長, WHO物質使用・嗜癖行動研究研修協力センター長。） 

昭和 54 年東北大学医学部卒。米国立保健研究所留学、国立久里浜病院臨床研究部長、同病院副院長

などを経て現在に至る。 

委員等 

WHO 専門家諮問委員、内閣官房ギャンブル等依存症対策推進関係者会議会長、厚生労働省アルコール

健康障害対策関係者会議会長など委員多数。 

学会等 

国際アルコール医学生物学会（ISBRA）前理事長、日本アルコール関連問題学会理事長、国際嗜癖医学

会（ISAM）アジア太平洋地区代表、国際行動嗜癖研究学会理事など。 

ネット・ゲーム依存関連 

2011 年 7 月にわが国で最初にネット依存専門診療を始めて現在に至る。ゲーム障害の疾病化に関し

て、当初から WHOに全面的に協力してきている。ネット・ゲーム依存関連の論文や本を多数出版して

いる。 

 

講師：三原聡子先生（独立行政法人国立病院機構久里浜医療センター主任心理療法士） 

法政大学卒業後、埼玉県内精神科病院を経て、2009年より独立行政法人国立病院機構久里浜医療セン

ター勤務。臨床心理士、精神保健福祉士、公認心理師。筑波大学大学院博士後期課程修了。2011年ネ

ット依存専門治療外来開設時よりネット依存の治療・研究に携わる。国内外の学会においてネット依

存に関する発表を多数行う。文部科学省委託事業「情報化の進展に伴う新たな課題に対応した指導の

充実に関する調査研究」調査研究委員。同省委託事業「青少年教育施設を活用したネット依存対策研

究事業」事業企画運営委員。インターネット使用障害に関する WHO東京会議（2014年）事務局委員。

WHO ソウル会議（2015 年）および WHO 香港会議（2016 年）、WHO トルコ会議(2017 年)、WHO 中国会議

（2018年）、WHOアブダビ会議（2019年）参加者。日本臨床心理士会アディクション対策専門委員会

副委員長。日本公認心理士協会アディクション臨床委員会副委員長。関東甲信越アルコール関連問題

学会理事。「臨床心理学増刊第 8号－やさしいみんなのアディクション」（松本俊彦編 2016年 金剛出

版 分担執筆）「病院で働く心理職―現場から伝えたいこと」（野村れいか編著 2017 日本評論社 

分担執筆）「実践アディクションアプローチ」（信田さよ子編著 2019 金剛出版 分担執筆）「アディ

クションサイエンス―依存・嗜癖の科学―」（宮田久嗣・高田孝二・池田和隆・廣中直行編著 2019 朝

倉書店 分担執筆） 

 

http://csh-lab.com/

